
令和4年を迎えました。本年も八沢小学校の教育活動にご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

新年と共に，新型コロナウィルスオミクロン株の感染が急速に拡大し第６波となっています。本校では今のと

ころ教職員や児童に感染者はありませんが，いつ誰が感染するか分からない状況だと思いますので，緊張感をも

ち最大限の感染対策をとって教育活動を行ってまいります。

感染が心配な状況ではありますが，本校では，新型コロナ感染が始まってからこれまでの経験などをもとに，

感染防止をしながらも子どもひとり一人の学びを止めない取り組みを行っております。具体的には，コロナ感染

に関わらず体調に問題はなく欠席した児童などに対しては，オンラインで授業に参加できるようにしています。

ビデオ会議をとおして実際に教室にいるのと同じ状況で話し合ったり学び合ったりすることができます。タブレ

ット越しではありますが休んでいても先生や友達と顔を合わせることができ，安心して学習できているようです。

また，本校では日頃からタブレットを持ち帰り，教科書，プリントやドリルがなくても学習できるシステムをと

っておりますので，急に欠席になっても学習を継続できるようにしております。

これからも，ひとり一人の学びを支える教育活動を進めて参りたいと思います。
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１月の教育活動

第3学期始業式

火力発電所見学（6年生）

今回の始業式は，長期休業明けのため感染防止を考慮してオンライ

ンで行いました。校長の話では，自己肯定感につながるよう，めあ

ての持ち方や自己評価の仕方について話をしました。

警察署での仕事について教えて

いただきました。

火力発電の仕組みや役割など

を学びました。
栄養教諭の先生にご指導いただき，伝

統的な料理のよさについて学びました。

警察署見学（3年生） 食育教室（日本の伝統料理）



…校歌を伝承する（２）…

学校便り第 8号において，校歌を伝承する取り組みと私見について掲載させていただきましたが，

校歌について調べている中で新たな発見と課題が出てきました。それは，旧八沢小学校校歌につい

てです。前号で述べたとおり，本校の現在の校歌は旧八沢中学校の校歌を引き継いだものですが，

それ以前に歌われていた旧校歌があるのです。この校歌は作山美八氏の作詞によるもので，歌詞は

「八沢小学校創立百三十周年記念誌」に掲載されていますが，現在のところ楽譜は見つかっておら

ず，どのような曲だったのかは分かりません。

前号でも書いたとおり，校歌は学校のみならず地域の歴史を繋ぐ大切なものです。子どもたちと

地域の方々とで，現在の校歌と旧校歌を歌えるような機会があれば素敵だなと思います。

もし，旧校歌を覚えている方いればぜひ教えていただきたいと思います。

また，別紙で回覧させていただいた「八沢街探求プロジェクト２０２２」において，地域や学校

の歴史・史跡などについて子どもたちが調べ学習を行いますので，その際は情報提供やご協力をお

願いいたします。

新型コロナ感染防止対策

うがい・手洗い

オンライン授業

授業が終わるとうがい・手洗

いをします。

寒くても窓を開けて換気を行

います。

同時に検温できる機械を使っ

て手指の消毒を行います。普

段より体温が高い場合は，体

温計で測り直しています。

体調に問題がなく欠席する場合に

は，オンライン（ビデオ会議）を

使って授業に参加することができ

ます。音声と映像で繋がるので安

心して学習することができます。

換気 検温・手指の消毒

～校内の業務も ICTを活用して改善しています～
今年度は，子どもたちの教育活動への ICT の活用を充実させてきましたが，校内の業務に関して

も ICT 化を図り改善を進めてきました。一例ですが，職員会議や校内の連絡等には紙を使わずに情
報を共有しています。その結果，コピー機の使用量は前年度より５０％～６０％削減しました。


